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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第１区分
【発行日】平成20年9月25日(2008.9.25)

【公開番号】特開2007-73315(P2007-73315A)
【公開日】平成19年3月22日(2007.3.22)
【年通号数】公開・登録公報2007-011
【出願番号】特願2005-258380(P2005-258380)
【国際特許分類】
   Ｈ０５Ｂ  33/12     (2006.01)
   Ｈ０１Ｌ  51/50     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０５Ｂ  33/12    　　　Ｃ
   Ｈ０５Ｂ  33/14    　　　Ａ
   Ｈ０５Ｂ  33/22    　　　Ａ
   Ｈ０５Ｂ  33/22    　　　Ｃ

【手続補正書】
【提出日】平成20年8月6日(2008.8.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　一対の電極の間に発光領域を有し、
　前記発光領域は、発光性を有する有機基及びＳｉ－Ｏ結合又はＧｅ－Ｏ結合を含有する
物質の層と、無機化合物の層が交互に積層している構造を有することを特徴とする発光素
子。
【請求項２】
　一対の電極の間に発光領域を有し、
　前記発光領域は、発光性を有する有機基及びＳｉ－Ｏ結合又はＧｅ－Ｏ結合を含有する
物質の層と、無機化合物の層が交互に積層している構造を有し、
　前記無機化合物の伝導帯下端のエネルギー準位よりも前記発光性を有する有機基を含有
する物質の伝導帯下端のエネルギー準位が低く、且つ、前記無機化合物の価電子帯上端の
エネルギー準位よりも前記発光性を有する有機基を含有する物質の価電子帯上端のエネル
ギー準位が高いことを特徴とする発光素子。
【請求項３】
　請求項１または２において、
　前記発光領域は、ゾル－ゲル法により作製されることを特徴とする発光素子。
【請求項４】
　請求項１乃至３のいずれか一項において、
　前記無機化合物の層の厚さが２ｎｍ以上５ｎｍ以下であることを特徴とする発光素子。
【請求項５】
　請求項１乃至４のいずれか一項において、
　前記発光性を有する有機基を含有する物質の層の厚さが２ｎｍ以上～１０ｎｍ以下であ
ることを特徴とする発光素子。
【請求項６】
　請求項１乃至５のいずれか一項に記載の発光素子を有する発光装置。
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